
項目 具体的取組 回答者 評価の観点・目標指数 成果と課題 改善策・向上策

A 85 56%

B 63 41%

C 3 2%

D 0 0%

無 1 1%

A 26 34%

B 40 53%

C 8 11%

D 2 3%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以上 無 0 1%

A 23 30%

B 42 55%

C 10 13%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以上 無 1 1%

A 22 29%

B 41 54%

C 11 14%

D 2 3%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以上 無 0 0%

A 32 42%

B 38 50%

C 4 5%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以上 無 2 3%

※パーセンテージは小数点以下を四捨五入しているため、１００％にならない項目があります。

日々の様子や連絡帳、担任との懇談
会での話合いを通して、子どもが主
体的に学ぼうとする姿を知ることが
できたか。 達

成

日々の連絡帳などを通して児童生徒の主体的
な姿を保護者に伝えたり、懇談会で保護者に丁
寧に説明を行ったりした。それらのことが目標
達成につながったと思われるが、少数ながら十
分に知ることのできなかったと回答した保護者
もいるので、今後も支援方法や保護者への伝え
方について検討を重ねたい。

今後も、いろいろな機会を利用して、一人一人
の児童生徒の主体的に学ぶ姿、友達と関わる姿
などについて保護者に伝えていきたい。さら
に、家庭や地域での様子を丁寧に聞き取ること
を通して、児童生徒の主体性、協働性について
保護者と共通理解を図りながら考えていきた
い。

令和6年度　学校評価総合シート　保護者①

判定基準

保護者

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以上

教
育
課
程
・

学
習
支
援

学習指導要領の
指導内容を確認
し、その内容に基
づいた指導計画
を作成し、児童生
徒が自分から学
ぼうとしている姿
勢を意識した目
標設定や評価を
する。

人とのかかわり方やインターネット
利用時の約束について、お便りで情
報を得たり、担任と共に家庭での支
援を考えたりすることができたか。

達
成 インターネットに関する情報のチラシを家庭に
配付したり、学校での取組を学部便りで紹介し
たりし、特に中高等部では家庭でのスマート
ルール作りにも取り組んたことが成果につな
がったと考える。また、高等部では、生活指導通
信を発行し、個別の支援の際には家庭と情報を
共有しながら支援にあたったことも成果につな
がったと考える。

チェック表などを用いて、人とのかかわり方に
ついての課題を家庭と共有したり、共に支援を
考えたりできるようにしたい。また、学部便りに
ＱＲコードを載せるなど、より有効で必要な情
報を保護者へ発信できるように工夫したい。

保護者
（高等部）

人とのかかわり方やインターネット
の使い方について、お便りで情報を
得たり、担任と共に家庭での支援を
考えたりすることができたか。

達
成

昨年と同様にさまざまな機会を通じて、キャリ
ア教育や事業所情報、障がい者の就労に関する
現状など、児童生徒の進路選択に関する情報を
提供することができた。

改善策として、進路希望調査や説明会、相談会
などの計画や内容等を見直すとともに、教育
DXを推進し、進路希望調査の結果や保護者懇
談会の内容について、効率的かつそごなく教員
間で情報共有を図る。

保護者
（小中学部）

進路希望調査や説明会、相談会など
を通して、卒業後の生活を意識する
ことができたか。

達
成

昨年と同様にさまざまな機会を通じて、児童生
徒の卒業後の生活に関する情報を提供するこ
とができたが、小学部の保護者には情報提供が
十分にはできなかった。小学部低学年の段階で
は、「進路＝まだ先」というイメージがあり、普段
の学習活動の積み重ねが将来の進路実現につ
ながる、という考え方を十分浸透させられな
かったことが要因と考える。

改善策として、小中学部の保護者のニーズを調
査するとともに、進路希望調査や説明会、相談
会、懇談会の内容等をニーズに沿ったものに軌
道修正する。また、次年度から小３と小６合同の
説明会を開催し、低学年から高学年への系統化
されたキャリア教育を推進する。

進路希望調査や説明会、相談会など
を通して、進路選択に必要な情報を
入手することができたか。

達
成

人
権
教
育
・

生
徒
支
援

学校から情報を
発信したり、児童
生徒の支援策を
保護者と考えた
りするなど、家庭
と連携して支援・
指導を行う。

保護者
（小中学部）

希望調査や説明
会、相談会といっ
た進路関連行事
のほか、生活や学
習活動など、学校
生活のあらゆる
場面において、児
童生徒の進路実
現を意識した支
援を行う。

進
路
支
援

保護者
（高等部）



項目 具体的取組 回答者 評価の観点・目標指数 成果と課題 改善策・向上策

A 111 73%

B 10 7%

C 29 19%

【目標指数】Ａが7０％以上
無 2 1%

A 50 33%

B 76 50%

C 24 16%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が7０％以上 無 2 1%

回答
者

A 42 28%

B 59 39%

C 35 23%

D 13 9%

無 3 2%

令和6年度　学校評価総合シート　保護者②

判定基準

保
健
・
安
全

家庭に向けた発
信を行い、家庭か
らのニーズを把
握する。

保護者

学校の性に関する指導についての取
組を通信や学部だより、連絡帳など
を通して知ることで、子どもの性に
ついて考えるきっかけになったか。

達
成

目標値を達成し、Ｂ「きっかけにならなかった」が昨年の
22％から7％へと減少したが、Ｃ「分からない」が昨年度の
８％から19％へ増加した。記述意見では、Ｂ：「自分の子ど
もにとっては内容が幼い」（中）、Ｃ：「まだ実感がなく考えた
ことがない」（小低）、「子どもと性について話すことがな
い」、「本人がどう考えているか、理解しているか分からな
い」、「子どもの性についてあまり考えたくない」（高等部）
などの意見があった。発信のみでなく、懇談時などに性に
関する悩みの有無などを尋ねて、一人一人のニーズを探る
必要もある。

今年度同様、連絡帳やこころ＊からだ
通信などで実践を伝えていく取組を
行いつつ、直接言葉を交わす場面など
で個別のニーズを探る。

保護者
達
成

保護者向けにICT通信を２回発行し、ホームページに掲載
した。各学部、学年の取組や、よく利用しているアプリの紹
介をした。通信のアンケートに「運動などの健康面や社会
性、認知など項目別のおすすめアプリを教えてほしい」など
の意見があった。

来年度もICT通信を発行して、学校で
の取組を紹介していく。項目別のアプ
リの紹介など、構成を工夫していきた
い。また、学校のホームページに掲載
して、広く周知していく。通信にアン
ケートを付け、保護者からの意見を聞
き、次号へ活かしていきたい。

観　　点 判定基準

保
護
者

ＰＴＡ活動に参加できたか。
（例）
・PTA新聞を見た。
・PTA総会資料の決議書を提出した。
・各種事業案内を見たり、参加したりした。
　（制服等リサイクル、保護者学習会、親子の日など）
・ベルマーク活動に協力した。

I
C
T
の
活
用

児童生徒の学び
を充実させ生活
を豊かに送るこ
とができるよう
なICTの活用方
法について検討
する。

おたよりや連絡帳、授業公開、懇談
会などを通して、学校でデジタル機
器がどのように使われているかを知
ることができたか。（デジタル機器と
は、タブレット、デジカメ、パソコン等
を指す）

「D全く参加できなかった」の理由
日程的なこと 4
内容的なこと 0
関心がない 0
家庭の都合 4

その他 4

その他の理由
仕事の都合 ３
多忙なため １
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①主体的な学び

②小中ネットの約束

②高ネットの使い方

③小中 卒業後の意識

③高 進路情報の入手

④性指導の取組

⑤情報機器の利用

⑥PTA活動への参加

A十分できた Bおおむねできた Cあまりできなかった D全くできなかった 無回答

④性指導のみ3択：Aきっかけになった Bきっかけにならなかった Cわからない
④目標指数：Aが７０％以上

⑤目標指数：A＋B＝７０％以上

すべて達成④⑤以外の目標指数：A＋Bが８０％以上令和６年度 学校評価総合シート 保護者③



項目 具体的取組 回答者 評価の観点・目標指数 成果と課題 改善策・向上策

A 47 53%

B 42 47%

C 0 0%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以
上 無 0 0%

A 23 50%

B 23 50%

C 0 0%

D 0 0%
【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以
上

無 0 0%

A 21 49%

B 22 51%

C 0 0%

D 0 0%
【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以
上

無 0 0%

A 29 33%

B 54 61%

C 6 7%

D 0 0%
【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以
上

無 0 0%

A 51 57%

B 37 42%

C 1 1%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以
上

無 0 0%

A 24 56%

B 19 44%

C 0 0%

D 0 0%
【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以
上

無 0 0%

※パーセンテージは小数点以下を四捨五入しているため、１００％にならない項目があります。

人
権
教
育
・

生
徒
支
援

人とのかかわり方（異性
とのかかわりを含む）やイ
ンターネットの使い方に
ついての支援・指導を行
い、いじめやトラブル防止
に努める。

小中
教員

達
成

小学部は指導部が作成したスライド材料を用い
て学習したり、遊びの中で具体的な指導を行っ
たりした。中高等部は生活単元学習の授業やク
ラスで取り上げて指導を行ったり、家庭でのス
マートルール作りに取り組んでもらい支援に生
かしたりすることができた。生徒達の変容に応
じて課題を見つけ、人とのかかわり方について
より具体的に指導していけるとよい。

学校から情報を発信した
り、児童生徒の支援策を
保護者と考えたりするな
ど、家庭と連携して支援・
指導を行う。

小中高
教員

達
成

各学部とも、懇談会で取り上げ、家庭での課題
を聞き取ったり支援について話し合ったりでき
た。今後も家庭と連携できる教材の提供や懇談
前の呼びかけを行い、連携することの必要性を
伝えていく。

高等部
教員

令和6年度　学校評価総合シート　教員①

判定基準

教
育
課
程
・

学
習
支
援

学習指導要領の指導内容
を確認し、その内容に基
づいた指導計画を作成
し、児童生徒が自分から
学ぼうとしている姿勢を
意識した目標設定や評価
をする。

小中高
教員

学習指導要領の指導内容に基
づいた指導計画を作成し、主体
性を意識した目標設定や評価を
することができたか。

達
成

個別の教育支援計画、指導計画を作成する際
に、学習指導要領の内容と照らし合わせながら
検討する教職員の姿が多く見られた。「個別の
指導計画」の「評価」の欄において、「○○ができ
るようになった。」だけでなく、「自分から△△し
ようとしていた。」といった記述が増えるなど、
主体的な姿を評価しようという教員の意識の高
まりが感じられた。

学習指導要領に記された３つの観点のひとつ
が、「主体的に学ぶ姿・人間性の涵養」である。
今後も児童生徒一人一人が主体的に学ぼうと
する場面が増えるような支援方法について検
討を続けたい。さらに、本校は様々な小集団で
の学習が基本であることから、個別の指導計画
の作成において、主体性に加えて協働性（友達
を意識、かかわり合い、認め合いなど）を意識し
た目標設定や評価をすることを目指したい。

今後も引き続き、有効な情報や教材を教員へ提
供していく。挨拶や距離感、高等部では友達と
の付き合い方など、人とよりよくかかわるため
のマナーや方法等、各学部の実態に応じて必要
な力を身に付けられるように、課題を整理して
指導したい。

達
成

前年同様に産業現場等における実習の準備や
振返りを行う進路指導・支援をとおして、生徒
の主体的な進路選択に向けて、教職員が協力し
て業務を遂行し、目標を達成することができ
た。

向上策として、教育DXを推進し、担任教諭が平
時から進路指導・支援、障がい福祉サービスお
よび雇用契約等に関する知識を学ぶための本
校独自のオンラインシステム構築を目指すとと
もに、対話的で質の高い進路支援を目指す。

人とのかかわり方やインター
ネットの使い方について、家庭
と連携して支援・指導を行うこ
とができたか。

達
成

人とのかかわり方やインター
ネット利用時の約束について積
極的に支援・指導を行うことが
できたか。

人とのかかわり方やインター
ネットの使い方について積極的
に支援・指導を行うことができ
たか。

今後も引き続き、有効な情報や教材を提供す
る、懇談前に呼びかけるなどして、教員の意識
を高めたい。チェック表などをさらに活用して、
人とのかかわり方についての課題を家庭と共
有したい。

進
路
支
援

希望調査や説明会、相談
会といった進路関連行事
のほか、生活や学習活動
など、学校生活のあらゆ
る場面において、児童生
徒の進路実現を意識した
支援を行う。

高等部での産業現場等に
おける実習が、進路選択
の参考となるように充実
させる。

授業や学校行事などの様々な場
面において、児童生徒に対して
進路実現を意識した支援を行う
ことができたか。

高等部
教員

産業現場等における実習を生徒
の進路選択につなげることがで
きたか。

小中高
教員

達
成

進路実現を意識した支援の実践は、今年もほぼ
全ての教員が行ったと言える。さらに、昨年比
では判定基準Aの数値が大幅に向上した。

向上策として、小中高、各学部間における進路
指導・支援の方法や内容について、問題点や課
題、必要な情報の共有を促進する。また、既存
の方法や内容についても、系統化し共有するこ
とにより、支援の周知や質の向上を目指す。



項目 具体的取組 回答者 評価の観点・目標指数 成果と課題 改善策・向上策

A 55 49%

B 55 49%

C 2 2%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が8０％以上 無 0 0%

A 44 39%

B 66 59%

C 2 2%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が8０％以上 無 0 0%

A 54 61%

B 35 39%

C 0 0%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が7０％以上 無 0 0%

A 52 47%

B 52 47%

C 7 6%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が8０％以上 無 0 0%

令和6年度　学校評価総合シート　教員②

判定基準

来年度も引き続き性に関する指導をテーマにし
た研修の機会を設ける。他学部の具体的な実践
の様子や日ごろかかわることの少ない児童生
徒の実態が共有できるような内容を設定する。

小中高
教員
・栄・舎

達
成

長期休業中に研修会を実施し、各学部に適した
内容の研修を行うことができた。来年度は教職
員に対して一人一台の体制が構築できなくなり
ハード面の絶対数の確保が課題になる。

学校教育DXの推進・発展を図る上で、学校内
の研修にとどまらず教育研究所が開催する研
修等を利用して個人のレベルアップを図る。

小中高
教員

保
健
・
安
全

社会の状況を踏まえなが
ら教職員一人一人がセク
シュアリティ教育について
理解を深め、学部舎で児
童生徒に応じた指導や支
援を行う。

家庭に向けた発信を行
い、家庭からのニーズを
把握する。

今年度同様、連絡帳やこころ＊からだ通信など
で実践を伝えていく取り組みを行いつつ、直接
言葉を交わす場面などで個別のニーズを探る。

I
C
T
の
活
用

児童生徒の学びを充実さ
せ生活を豊かに送ること
ができるようなICTの活
用方法について検討す
る。

セクシュアリティ教育の理解を深
め、各学部舎が発達段階や生活段
階を踏まえて実践することができ
たか。

学部研究会等を通して、ほとんどの教員がICT
利用に関する情報共有や、使い方や活用の仕方
の検討を行うことができた。アンケートの中に、
「授業の学習内容や資料などをデータとして保
存し、系統性のある指導をしていけるとよい」と
の意見があった。

来年度はこれまでのICTを活用した実践事例を
集約し、全校で閲覧、共有できるように進めて
いきたい。

小中高
教員
・養・舎

児童生徒の学びに有効なICTの
機能や実践について、学部研究会
等で話し合ったり、効果的な活用
を考えたりすることができたか。

達
成

こころ＊からだ通信や学部だよ
り、連絡帳のやりとりなどを通し
て家庭が求めている情報を把握
し、支援方法を検討することがで
きたか。

達
成

目標値は達成し、Ａ「できた」の回答も昨年の
27％から39％へ上昇した。教師のＣ「あまりで
きなかった」が２％であったのに対して、保護者
の回答のＢＣ「きっかけにならなかった」「分から
ない」が２２％だった点で、家庭のニーズを十分
把握しきれていない場合もあるということがう
かがえた。学校側の発信だけでなく、保護者の
ニーズを把握する手立てを検討する必要があ
る。

小中高
教員
・養・舎

達
成

夏季休業中に、性の多様性について考える職員
研修を行った。全体研修では学習指導要領と性
の多様性の教育についての現状や当事者の言
葉などについて紹介し、多様性の教育について
考える機会とすることができた。グループ研修
では年齢の近い学部同士で構成したことで、実
際の生活場面での話題を共有することができ
た一方、日ごろ直面することの少ない異年齢の
話題を聞きたいという意見もあった。

ICTを活用できるよう、
教職員の資質能力の向上
を図る。

ICT機器の活用について研修会
に参加したり、資料等から学んだ
りすることができたか。
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①主体性を意識した評価

②小中 ネットの約束 対児童生徒

③高 ネットの使い方 対生徒

④かかわり方やネット 家庭連携

⑤進路実現を意識した支援

⑥実習を進路選択につなげる

⑦性教育 教師の学び

⑧性教育 家庭連携

⑨ICT研究会での話し合い

⑩ICT研修会での学び

A十分できた Bおおむねできた Cあまりできなかった D全くできなかった 無回答

令和６年度 学校評価総合シート 教職員③

⑧目標指数：A＋Bが７０％以上

⑨目標指数：A＋Bが７０％以上

すべて達成⑧⑨以外の目標指数：A＋Bが８０％以上



項目 具体的取組 回答者 評価の観点・目標指数 成果と課題 改善策・向上策

A 53 87%

B 6 10%

C 2 3%

【目標指数】Ａ＋Bの合計が８０％以
上

無 0 0%

A 29 48%

B 30 49%

C 2 3%

D 0 0%

【目標指数】Ａ＋Ｂの合計が８０％以
上

無 0 0%

A 37 61%

B 24 39%

C 0 0%

【目標指数】Ａ＋Bの合計が7０％以
上

無 0 0%

A 36 61%

B 19 32%

C 4 7%

【目標指数】Ａ＋Bの合計が7０％以
上

無 0 0%

※パーセンテージは小数点以下を四捨五入しているため、１００％にならない項目があります。

達
成

産業現場等における実習やその前後に行う準
備や振返り等、高等部生徒に進路選択につい
て考える機会や場面を十分に設けることがで
きた。

向上策として、事前・事後学習を通し、障がい
福祉サービスや雇用契約に関する制度や障が
い者雇用の現状等について理解する学習機会
を拡充するとともに、学習内容を系統化し、本
校独自のキャリア発達マトリクス構築を目指
す。

令和6年度　学校評価総合シート　生徒①

判定基準

高等部
A・B・
（D）
課程生
徒

人のいやがることをしたり言っ
たりしないように気を付けること
ができたか。（LINEなどのSNS
も含む）

達
成

指導部による生活指導の他、クラスや授業でも
取り上げており、生徒達に意識付けができた。
気持ちが不安定になったときの対処法につい
ても指導していけるとよい。

生徒たちに日常の行動から課題を見つけさ
せ、何が適切・不適切かを考えさせたり、気持
ちが不安定になったときにどのように対処す
るとよいのかを考えさせたりして、具体的に指
導・助言をするようにしたい。

達
成

今年度は「自分の心・体」と「相手の心・体」とに
分けて質問を設定した。どちらも「できた・大体
できた」が9割以上と取り組みの成果が表れた
と考えられるが、「相手の心や体」については、
７％が「できなかった」と回答した。理由とし
て、「学習が難しかった」、「相手の心や体につ
いてあまり考えていなかった」という記述が
あった。グループ単位の学習とともに生徒の実
態に合わせて個別に丁寧な指導を行い、理解
や定着を促すことが必要である。

引き続き、個人のプライバシーや人権に配慮し
ながらグループでの学習を行っていくと共に、
個別の理解や生活面に合わせた指導も丁寧に
行っていく。高等部

A・B・
（D）
課程生
徒

達
成

保
健
・
安
全

人とのかかわり方（異性
とのかかわりを含む）や
インターネットの使い方
についての支援・指導を
行い、いじめやトラブル
防止に努める。

高等部での産業現場等
における実習が、進路選
択の参考となるように
充実させる。

社会の状況を踏まえな
がら教職員一人一人が
セクシュアリティ教育に
ついて理解を深め、学部
舎で児童生徒に応じた
指導や支援を行う。

自分の心や体について知ること
ができたか。

相手の心や体について知ること
ができたか。

産業現場等における実習を経験
して、将来について考えることが
できたか。

高等部
A・B・
（D）
課程生
徒

進
路
支
援

人
権
教
育
・
生

徒
支
援

高等部
A・B・
（D)
課程生
徒



Ａ　だいたいできた B　少しできた C　全くできなかった

①直接またはSNSで人のいやがることをしたり言ったりしないように気を付けることができたか。 53 6 2

Ａ　十分にできた Ｂ　おおむねできた Ｃ　あまりできなかった Ｄ　全くできなかった　

②産業現場等における実習を経験して、将来について考えることができたか。 29 30 2 0

Ａ　だいたいできた B　少しできた C　全くできなかった

③自分の心や体について昨年度よりも知ることができたか。【Ａが７０％以上】 37 24 0

Ａ　だいたいできた B　少しできた C　全くできなかった

④相手の心や体について昨年度よりも知ることができたか。【Ａが７０％以上】 36 19 4

令和6年度　学校評価総合シート　生徒②

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
Ａ だいたいできた B 少しできた C 全くできなかった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
Ａ 十分にできた Ｂ おおむねできた Ｃ あまりできなかった Ｄ 全くできなかった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
Ａ だいたいできた B 少しできた

すべて達成

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ だいたいできた B 少しできた C 全くできなかった Cできなかった理由

相手の心や体についての学習を理解することが難しかった(1) 相手の心や体についての授業に参加できなかった(1)

授業の事を覚えていない（１） 相手の心や体についてあまりよく考えていなかったから（１）

問①～③61名、問④59名

になっているのは、実施日

が異なるためです。


